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＜連絡事項＞
· 2／5　「認知症高齢者及び小グループを対象とした回想法の展開並びに情報交換会」が福祉公民館で開催されます。申し込み締め切りは25日です。詳しくは掲示の内容をご覧下さい。　

＜外来情報＞

· 秋山　和子様～昨日、バスから降りる際に転倒したとの事で、右手首の痛みを訴えている。レント

ゲンの結果異常はなく、腫脹も見られない。湿布、包帯にて対応し無理な負荷を

掛けないよう助言している。

· 溝越　キク様～服薬は忘れずに出来ていると話すが、訪問看護からの報告では就寝前薬の忘薬があ

るとの事。

· 加藤　大介様～現在、週5日、8時から17時まで荷物の仕分けをする仕事に就いているとの事。

· 淡路　智恵子様～「風邪で寝込んでいる時に、其田さんにいろいろやってもらって助かった」と話

している。頭痛薬処方となる。

· 其田　淑子様～昨日、レストランでの夕食時に頭痛が酷く、血圧測定すると130/82mmHgであっ

たと話し、カロナール2T処方となる。また、昨日通所途中に転倒し、肩から胸に

かけて鈍痛があるとの事でナパゲルン軟膏処方となる。

· 戸賀沢　潔様～「バイトのようなのをしたい」と話す。主治医より、現在のうみねこ幸房での様子

から、今のところ仕事に就くのは無理ではないかと話がある。

· 神山　和典様～「仕事中は時々眠くなる事もある」と話す。食事、睡眠、服薬は今のところ特に問

題ないとの事。

＜利用者様情報＞

· 晴山　美智子様～カウンセリングで「自分がどう思われているのか周囲の目が気になり、自宅で鏡をつい見てしまう。」と話していたとの事。現在、職場体験中であるが、職場では本人の緊張感が強い為、デイケア来所時はリラックスできるように働きかけていくこととする。

・北嶋　剛様～月曜に本人から電話あり。膝や足のあちこちが痛むため現在は田名部整形に通院中との事。三川神経内科の主治医に本人から報告していると話されている。

・中川原　義雄様～現在、デイケア体験利用中。昨年末に当院外来にて市民病院からの紹介状を提出したと話すが、実際は提出されておらず、再度確認していく。利用開始にあたり、青明舎利用の件、経済面（父母の年金からの援助が大きいこと）、また、体験利用中も女性メンバーに対する性的発言等についても、保護者を含めた面談を実施する予定。

· 下妻　康貴様～ナイトケア利用中の中居美津子様が本人に対し過干渉気味になっている件で

面談を行う。最近の様子を伺うと、「先々週の土曜日、家に来て困っている。

電話も前より増えているし…断ろうという気持ちはあるが、なかなか出来ず

困っている」と話す。12月末頃より、家に遊びに来るようになり、毎日電話

も掛かってくるため、プライベートな時間をもてない事が辛くなってきたと

の事。スタッフ側から見ても、中居様の下妻様に対する干渉は度が過ぎてい

ると感じる為、中居様へも今回の件で面談を行おうと思っていることを伝え

ると了承されている。その際に、下妻様の辛い気持ちや困っている事を伝え

てもよいか伺うと、一度は拒否されるが、今の気持ちをはっきり伝える事が

効果的ではないかと助言すると、「そうかも、それでいいよ」と納得されて

いる。下妻様本人から「困っている」という気持ちを伝える方法もあると勧

めてみるが、「直接だと言いにくい」との事で、今回はスタッフが介入する

事で同意されている。

・　前野　義勝様～昨日、「隔週（水曜日）で休みがほしい。ナイトケアで学んだ事を実践できない。料理とかしたい」と話す。主治医からの許可も頂いているため、先週、一度面談しているが、スタッフから本人が体調を崩しやすいということもあり、体調確認の為にも毎日通所して頂きたいことを説明すると納得され、毎日の通所を継続することとしている（家事などの用事があるときにはスタッフへ連絡後、隔週水曜に用事を足すこと）。再度、面談を行い今後の利用予定日、目的等を確認していく予定。
・我満　奈津紀様～本日、スタッフとの面談を希望するため実施。現在、お付き合いをしている方より、「直ぐに結婚したい…子供が欲しい」「下田に来いと」言われていると話す。結婚については、父親より「子供の義務教育が終わるまでは」と反対されており、そのことを相手に話すと「そんなに待てない」言われるため、あまり深くは話せないとの事。また、下田に移住する件は、本人もデイケアに来れなくなるのではないか、また状態悪化するのではないか心配する様子も伺える。現在、相手の方が週に3日は自宅に来て、深夜1時に帰っていくという生活が続いている為、本人も睡眠時間の確保ができていないとの事。

· 井畑　光湖様～便秘、吐気と身体不調の訴えが続いているため面談を実施する。食事摂取については、「最近は食べれなくて困っている」と話す。歯ブラシを入れても、ヨーグルトのような軽い食事を摂っても吐気がするとの事。また、「前は1回吐くと600ｇ減った」等と話し、目に見えた変化がないと安心しないような発言が聞かれる。ストレスに感じていることはないかと問うが、「両親の喧嘩が少しストレスです…」と笑いながら話すが、深刻な様子はされていない。本人の了解を得て、母親に情報提供しているが、自宅ではある程度食事は摂れているようで、母親は一度しか吐いているのを見たことがないと話す。毎日チュウハイを1本飲酒しており、それについては母親もストレス発散、よく眠れるようだしと何も言わないようにしているとの事で、今後、自宅での食事量を観察していただけるよう依頼している。外来へ情報提供し、次回受診時に本人から主治医へ話す事で納得されている。
· 田名部　浩平様～本日、定時になっても来所されないため電話連絡する。本人が電話に出られ、「経済的理由で（デイケアを）辞めたい」と話す。具体的な理由を伺うと言葉に出来ない。1度電話を切るが、直ぐに本人から電話があり、「労災病院時代に…」と言いかけて言葉に詰まってしまったため、次回来所時にゆっくりと話してみるよう促すと納得して電話を切っている。

· 高橋　百壽様～最近、不調を訴える反面、スタッフへ依存的な部分も見られており、本人の疲れやすさ、依存傾向の兼ね合いをみながら対応していくこととする。面談を実施し、デイケア利用の目的を「生活リズムの確立（デイケアに毎日通所する）」とし、本人も納得されている。本日は、「とにかくしんどい（疲れる）」と訴え少し早めに帰宅されている。

